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アンケート実施概要



PwC

人材育成・確保に関するアンケート調査の趣旨・目的
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アンケート
の活用方法

半導体業界において必要とする人材や、求められる知識・スキルを把握するとともに、半導体
人材の確保・育成の現状と課題について把握することを目的として企業、及び教育機関、学
生にアンケート調査を実施。

趣旨・目的

• 中部地域における特定半導体の安定供給体制の構築・維持のために、半導体業界を担う人材の持続的な
確保・育成が求められています。

• 半導体人材の持続的な確保・育成のためには、そもそも半導体人材とは何なのかという、人材像の定義や、
人材像に求められる知識・スキル等の要件を定めるとともに、定義した半導体人材を確保・育成するための
効果的な手法を確立していく必要があります。

• そのため、本アンケート調査では、半導体関連企業から、必要とする人材や求められる知識・スキルを把握
するとともに、企業や教育機関等における半導体人材の確保と育成に関する現状と課題について把握するこ
とを目的として実施します。また、人材確保の観点から学生からもアンケートを通じた情報収集を実施します。

• アンケート調査結果の内容を人材育成プログラムへの反映・フィードバック
• アンケート調査結果における求める人材像・スキルを基に、半導体人材のスキルマップを作成
• 人材確保に向けたPRコンテンツの作成、学生の就職までのカスタマージャーニー作成に活用

アンケート
の概要

【調査対象】
• 中部地域における半導体関連企業（半導体メーカー、半導体製造装置メーカー（前工程・後工程）、半導体部
品・素材、半導体商社といった半導体関連企業を対象に、約860社を選定）

• 中部地域で理工系学部・学科を持つ教育機関（国公立・私立大学、短大、高等専門学校、約30校を選定）
• 中部地域における学生（合同業界説明会への参加者、及び上記教育機関所属の学生）

【調査方法】
• Webアンケート（アンケートのURLQRコードを記載したハガキを郵送して展開）

【調査項目】
• 次頁を参照
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学生向け人材育成・確保に関するアンケート調査 実施概要
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学生向けのアンケートにおいては、オンライン合同説明会への参加者向け、対面合同説明会
への参加者向け、その他説明会に参加していない一般の学生向けのアンケートを実施。

アンケート結果は、説明会に関する内容と、就職活動・半導体業界への関心に分けて整理・
分析。

オンライン
合同説明会

• オンライン合同業界説
明会に参加した中部地
域の学生

回収状況実施時期 調査方法調査対象

• 2023年11月11日（説明
会実施日）～11月下旬

• Webアンケート
• 30件
 89名申込、64名参加

対面
合同説明会

• 対面合同業界説明会
に参加した中部地域の
学生

• 2023年12月9日（説明
会実施日）～12月下旬

• Webアンケート、紙面
アンケートの併用

• 18件
名古屋（6 / 13人）
金沢（12 / 12人）

その他の学生

• 中部地域で理工系学
部・学科を持つ教育機
関（14校*）に所属する
学生

• 2024年1月上旬～下旬 • Webアンケート • 191件（1月29日時点）

*１４校については教育機関向けアンケートで回答にご協力頂いた教育機関。
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学生向け人材育成・確保に関するアンケート調査項目
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アンケート項目

学生を対象としたアンケート項目、及びアンケートから得たいと考えている情報は以下の内容
を調査。

各項目の目的・求める情報

• プログラム内容に関するフィード
バック

• 説明会前後の理解・関心の変
化

• セミナーの開催形式

合同業界
説明会

• 就職活動における取組状況

• 半導体業界への理解・関心

人材確保

• 半導体業界の情報発信の検討に向け、説明会のプログラ
ム内容に対する感想・フィードバックを把握する。

• 説明会前後の半導体業界に関する理解・関心を把握し、説
明会の効果検証を行う。

• 次回以降の開催に向けて、セミナーの開催形式（開催日
時・企業数・時間等）のニーズを把握する。

• 今後のPRツールの手法・内容の検討に向け、学生の就職
活動の取組状況、情報収集の手段、企業から求める情報
発信の内容等について把握する。

• 今後の人材確保、学生への情報発信方法の検討に向け、
学生の半導体業界に対する理解・関心、就業意欲について
把握する。

• 中部地域における学生の就職活動の取組、及び半導体業
界に対する関心を捉えるため、学生の基礎情報を把握する

基礎情報（居住地域・所属・学年・専攻等）

• 対面合同業界説明会への参加
意向（オンライン参加者のみ）

• 対面合同業界説明会への集客を行うとともに、参加人数の
を事前に把握する。
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アンケート結果（オンライン合同説明会）
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アンケート調査結果（オンライン合同説明会 回答：３０件）
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参加者は大学院生（修士）、大学３・４年生等、就職を控えた学生が多くの割合を占めている。

専攻分野においては、半導体に関連する分野である電気電子系の学生が大半を占め、機械、
材料、情報・IT系が次に多い結果となった。

＜参加者の属性＞

3%

37%

50%

10%

所属

高等専門学校生（本科生）

大学生

大学院生(修士)
大学院生(博士)

23%

13%

50%

10%
3%

学年

大学3年
大学4年
大学院修士1年
大学院博士2年
高専(本科3年生)

53%

13%

10%

10%

7%

3% 3% 問4 専攻分野

電気電子

機械

情報・IT
材料

化学

医学

物理

数学
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アンケート調査結果（オンライン合同説明会 回答：３０件）
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回答結果を踏まえると、開催日時、説明会の開催時間、参加企業数に関しては適切であった
と考えられる。一方で、説明時間については短いという意見が30%を占めているため、より詳
細に話を聞きたかった学生も一定数いたと考えられる。

＜開催方法について＞

17%

7%

77%

開催日時の妥当性

平日 午前の方が良い

平日 午後の方が良い

土日 午前の方が良い

土日 午後で妥当

7%

87%

7%

開催時間の妥当性

長い

適当

短い

10%

90%

参加企業数の妥当性

多い

適当

少ない
70%

30%

説明時間の妥当性

長い

適当

短い
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アンケート調査結果（オンライン合同説明会 回答：３０件）
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セミナー全体の満足度は、9割以上が「満足」「やや満足」と回答しており、半導体業界に対す
る理解についても、「深まった」「少し深まった」と回答した割合が97%となっていることから、期
待を満たすとともに、理解度の向上においても効果があったと考えられる。

＜オンライン合同説明会の満足度について＞

53%40%

7%

セミナー全体の満足度

満足

やや満足

どちらともいえない

やや不満

不満

50%
47%

3%
半導体業界に対する理解

深まった

少し深まった

どちらともいえない

あまり深まらなかった

深まらなかった
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アンケート調査結果（オンライン合同説明会 回答：３０件）
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9割以上の参加者が、説明会前から、半導体業界に対して「関心があった」「少し関心があっ
た」と回答していた中で、イベントを通じて全員が「高まった」「少し高まった」と回答。
就労意欲についても、働きたいと思っていた割合が、57%から77％に向上した。

＜オンライン合同説明会による関心度・就労意欲の変化＞

77%

20%

3%

半導体業界に対する関心度（イベント前）

関心があった

少し関心があった

どちらでもなかった

あまり関心がなかった

関心がなかった

67%

33%

半導体業界への関心の高まり

高まった

少し高まった

どちらでもない

あまり高まらなかった

高まらなかった

57%
37%

7%

元々、半導体業界で働きたいと思っていたか

思っていた

少し思っていた

どちらでもない

あまり思っていなかった

思っていなかった

77%

20%

3%

イベント後、半導体業界で働きたいと思うか

そう思う

少しそう思う

どちらでもない

あまりそう思わない

そう思わない
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アンケート調査結果（オンライン合同説明会 回答：３０件）
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各プログラムに関しては、「企業紹介」の方が満足度が高く、半導体業界に対する関心度の向
上にも寄与する結果となった。

また、「製品・技術」「企業情報・事業内容」に関する話を聞けて良かったという回答が多かった
一方で、「キャリアパス」等、人事制度に関して、もっと聞きたかったという意見も見受けられた。

＜今回のイベントで、半導体業界への関心が高まったプログラム＞

83%

57%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業紹介

座談会

関心が高まったプログラム(複数選択)

＜イベント内で聞けて良かった内容＞ ＜イベント内でもっと聞きたかった情報＞

【半導体に関する技術・研究内容】
• 半導体に関する最新の技術
• 研究の内容、半導体研究での目的、将来性

【採用・人事制度関連】

• キャリアパスや業界としての働き方などを詳しく聞けると良
いと思った。

• 半導体産業の技術者がどのようなキャリアビジョンをもって
いるかを知りたいです。

• キャリアパスなど
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40%

57%

37%
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座談会

企業紹介

各プログラムの満足度
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アンケート結果（対面合同説明会）
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アンケート調査結果（対面合同説明会 回答：18件）
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大学３・４年生、大学院生（修士）等、就職を控えた学生が多くの割合を占めている。

専攻分野においては、半導体に関連する分野である電気電子系の学生が大半を占め、情報・
IT、機械系が次に多い結果となった。

＜参加者の属性＞

6% 6%

72%

17%

所属

高等専門学校生（本科生）

高等専門学校生（専攻科生）

大学生

大学院生(修士)

6%

50%
17%

17%

6% 6%
学年

大学 1年生

大学 3年生

大学 4年生

大学院（修士） 1年
高専（専攻科）1年
高専（本科）2年

56%

11%

22%

6%
6%

専攻分野・領域

電気電子

機械

情報・IT

普通科

金融
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アンケート調査結果（対面合同説明会 回答：18件）
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回答結果を踏まえると、開催日時、説明会の開催時間、参加企業数、 1社あたりの説明時間
に関して概ね適切であったと考えられる。

＜開催方法について＞

17%

83%

開催日時の妥当性

平日 午前の方が良い

平日 午後の方が良い

土日 午前の方が良い

土日 午後の方が良い

6%

89%

6%
開催時間の妥当性

長い

適当

短い

89%

11%

参加企業数(名古屋7 金沢6)の妥当性

多い

適当

少ない

11%

61%

28%

企業紹介1社あたりの説明時間の妥当性

長い

適当

短い
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アンケート調査結果（対面合同説明会 回答：18件）
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セミナー全体の満足度は、9割以上が「満足」「やや満足」と回答しており、半導体業界に対す

る理解についても、参加者全員が「深まった」「少し深まった」と回答していることから、期待を
満たすとともに、理解度の向上においても効果があったと考えられる。

＜対面合同説明会の満足度について＞

78%

17%

6%

セミナー全体の満足度

満足

やや満足

どちらともいえない

やや不満

不満

72%

28%

半導体業界に対する理解

深まった

少し深まった

どちらともいえない

あまり深まらなかった

深まらなかった
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アンケート調査結果（対面合同説明会 回答：18件）
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9割以上の参加者が、説明会前から、半導体業界に対して「関心があった」「少し関心があっ
た」と回答していた中で、イベントを通じて全員が「高まった」「少し高まった」と回答。
就労意欲についても、働きたいと思っていた割合が、33%から61％に向上した。

＜対面合同説明会による関心度・就労意欲の変化＞

50%
44%

6%

半導体業界に関する関心（イベント前）

関心があった

少し関心があった

どちらでもなかった

あまり関心がなかった

関心がなかった

72%

28%

半導体関心への関心の高まり

高まった

少し高まった

どちらでもない

あまり高まらなかった

高まらなかった

33%

39%

17%

6%
6%

元々、半導体業界で働きたいと思っていたか

思っていた

少し思っていた

どちらでもない

あまり思っていなかった

思っていなかった

61%
28%

6% 6%

イベント後、半導体業界で働きたいと思うか

そう思う

少しそう思う

どちらでもない

あまりそう思わない

そう思わない
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アンケート調査結果（対面合同説明会 回答：18件）
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各プログラムに関しては「企業ブース説明会」の方が満足度が高く、関心度の向上にも寄与す
る結果となり、オンラインに比べて対面の方が個別説明による効果が大きかったと考えられる。
また、「企業情報」「事業内容」 「仕事内容」に関する話を聞けて良かったという回答が多かっ
た一方で、採用や待遇等、人事制度に関して、もっと聞きたかったという意見も見受けられた。

＜今回のイベントで、半導体業界への関心が高まったプログラム＞

94%

72%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業ブース説明

企業紹介

関心が高まったプログラム(複数選択)
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＜イベント内でもっと聞きたかった情報＞

【企業情報】
• より多くの企業の情報
• 半導体＋ソフトウェア、ITの利用に関する事業、企業の情報
• 各々の企業しか持っていない特徴

【採用・人事制度関連】
• 外国人でも働ける企業と募集条件について
• 初任給など技術的な話以外のこと
• 採用やインターンの情報

83%

67%

11%

28%

6%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業ブース

説明

企業紹介

各プログラムの満足度

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満
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就職活動・半導体業界に関する関心について
（オンライン・対面説明会参加者 ＋その他学生）
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アンケート調査結果（就職活動に関する取組 回答：２３９件）
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回答者は、就職や進学を控える大学３年生に最も多く回答いただいた。

専攻分野においては、半導体に関連する分野である電気電子系の学生が大半を占め、機械、
材料、情報・IT系が次に多い結果となった。

＜回答者の属性＞
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アンケート調査結果（就職活動に関する取組 回答：２３９件）
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就職活動の開始時期に関して、学部卒の学生は、3年生の「7-9月」が最も多く、大学院生は、
修士課程の「4-6月」「7-9月」が多い結果となった。

＜就職活動の開始時期について＞
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アンケート調査結果（就職活動に関する取組 回答：２３９件）
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就職活動における情報収集については、「総合的な就活サイト」「企業自身のWebサイト」「合

同会社説明会・イベント」が「実際に使用している収集方法」「活用したい発信媒体」ともに高い
結果となった。
一方で、「SNS」「工場見学会」については、 「実際に使用している収集方法」と「活用したい発
信媒体」とで乖離がある結果となった。

＜就職活動の情報収集の方法＞

187

150

152

83

49

53

160

54

105

39

27

0 50 100 150 200

総合的な就活サイト

企業自身のWebサイト

合同会社説明会・イベント

業界・業態特化の就活イベント

SNS

OB・OG訪問

インターンシップ

工場見学会

大学の就職課・学生課

就活・業界に関する書籍

業界・業態特化の就活サイト

就職活動における情報収集法(複数選択)

150

141

127

81

69

59

132

70

93

20

31

0 20 40 60 80 100 120 140 160

総合的な就活サイト

企業自身のWebサイト

合同会社説明会・イベント

業界・業態特化の就活イベント

SNS

OB・OG訪問

インターンシップ

工場見学会

大学の就職課・学生課

就活・業界に関する書籍

業界・業態特化の就活サイト

活用したい情報発信媒体(複数選択)
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アンケート調査結果（就職活動に関する取組 回答：２３９件）

21

学生が企業選びにおいて、重視しているポイントとして、「給与」が最も多く、続いて、「業界の
将来性・成長性」「仕事内容」「福利厚生」といった項目が続いた。

学生自身の将来に対する不安や、成長していけるか、といった観点から上記項目が高くなっ
ていると考えられる。
＜企業選びのポイント＞

159
152
152

144
125

122
110

82
78

71
66

64
52

31
14

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

給与

業界の将来性・成長性

仕事内容

福利厚生

社風・会社の雰囲気

ワークライフバランス

事業内容

技術力

企業の理念・ビジョン

学んできた知識・経験・スキルとの接点

社内教育

知名度

キャリア形成

社会貢献（SDGs）
権限・裁量

企業選びで重視ポイント(複数選択)
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22

インターンに関しては、6割以上の学生が、「興味がある」「少し興味がある」と回答した一方で、
7割の学生が、「参加したことがない」と回答したため、関心度と、実際の参加状況に差がある
結果となった。

＜インターンシップへの興味・関心＞

36%

30%

11%

13%

10%

インターンシップへの興味

興味がある

少し興味がある

どちらでもない

あまり興味がない

興味がない

15% 3%
4%

77%

インターンシップの期間

3日以内

4日以上1週間未満

1週間以上2週間未満

2週間以上1か月未満

1か月以上3か月未満

3か月以上

参加したことがない

42%

26%

13%

9%
10%

インターンシップへの関心(大学3年～博士4年)

興味がある

少し興味がある

どちらでもない

あまり興味がない

興味がない

21%

3%
5%

71%

インターンシップの期間(大学3年～博士4年)

3日以内

4日以上1週間未満

1週間以上2週間未満

2週間以上1か月未満

1か月以上3か月未満

3か月以上

参加したことがない
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アンケート調査結果（半導体業界への関心 回答：２３９件）
「電子・電気機器」業界に対する関心が最も高く、「半導体」業界に対する関心が次に続く結
果となった。
また、「半導体」業界に関心を持っている学生の属性は、「電気電子」が最も多く、６割以上が
関心があると回答。「材料」「機械」「情報・IT」分野が次に続く結果となり、「材料」は９割以上
が関心があると回答した。

＜関心のある業界、半導体業界に関心を持っている学生の属性＞

137
128

57
54

47
46
44

30
29
27

21
20

16
12
11
10
9
9
9
9
7

0 20 40 60 80 100 120 140 160

電子・電気機器
半導体

自動車・輸送用機器
ソフトウェア・ゲーム・ソフト・ネット関連

通信
電力・ガス・エネルギー

精密・医療機器
鉄道・航空・運輸・物流

機械・プラント
建設・住宅・インテリア
繊維・アパレル・化学

鉄鋼・金属・鉱業
スポーツ・ゲーム製品

食品・農林・水産
印刷・事務機器・日用品

薬品・化粧品
生保・損保

総合商社・専門商社
医療・福祉・調剤薬局

銀行・証券
マスコミ

関心のある業界

1

1

1

3

1

1

4

13

11

11

81

3

7

7

1

9

9

42

0 20 40 60 80 100 120 140

地理

哲学

普通科

物理

法学

経済

化学

材料

情報・IT

機械

電気電子

半導体業界に関心のある学生の属性

半導体業界に関心がある 半導体業界に関心がない
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アンケート調査結果（半導体業界への関心 回答：２３９件）

24

半導体に関する認識として、「半導体が搭載されている製品」のように身の回りにあるものに
ついては、「よく知っている」「知っている」という回答が多い結果となったが、「半導体企業」「製
造方法」といった実際の事業に関する部分については、認識が進んでいない結果となった。

＜半導体に関する認識＞

70

37

24

17

114

70

66

75

48

92

79

101

7

40

70

46

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

半導体が搭載されている製品

半導体の機能

半導体の製造方法

半導体企業

半導体についての認識

よく知っている

知っている

少し知っている

知らない

【ポジティブな意見】
• 将来性や成長が期待できる。
• これからの社会に欠かせないものを作っている。
• 最先端の領域で高度な技術を駆使している/求められる。
• 研究開発が盛んな業界。
• 国も関与しており政府も力を入れている。
• 海外勤務等、海外との交流が多いイメージ。

【ネガティブな意見】
• 競争が激しく、大変そう。
• 難しそう。
• 日本があまり強くない。昔日本が世界のトップだったイメージ。
• 中国、韓国、アメリカに勝てないイメージ。
• 理系の学生が働くイメージ。
• そもそもよく知らない。

＜半導体業界に対するイメージ（自由記述、一部抜粋）＞
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アンケート調査結果（半導体業界への関心 回答：２３９件）

25

半導体業界について、「電気電子」「情報・IT」「機械」等の理系学生は自身の知識や能力を活

かせる場として、魅力的に感じているが、人文社会学系の学生、および、「数学」「土木・建築」
等の理系学生については魅力的に感じていない結果となった。

専攻 そう思う 少しそう思う どちらでもない あまりそう思わない そう思わない

電気電子 37 61 17 6 2

情報・IT 1 10 3 2 4

機械 6 5 5 3 1

材料 7 5 1 0 1

化学 3 4 2 2 0

物理 2 1 0 0 0

工学 1 0 0 0 0

数学 0 1 0 1 0

土木・建築 0 0 1 2 0

地学 0 0 1 0 0

環境 0 0 0 0 1

薬学 0 0 0 2 2

医学 0 0 0 1 0

経済 0 1 1 5 1

金融 0 0 1 0 0

経営 0 0 0 0 1

地理 0 0 0 1 0

人文学 0 0 1 2 2

社会学 0 0 0 0 1

文化人類学 0 0 0 1 0

文学 0 0 0 1 1

哲学 0 1 0 0 0

言語学 0 0 0 1 0

教育 0 1 1 2 0

法学 0 0 1 2 1

芸術 0 0 1 1 2

普通科 1 0 0 0 0

＜半導体業界について、自身の知識や能力を活かせる場として魅力的だと感じるか＞
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